このたびは本品をお買いあばいただをましてまことにありがとラございまず。 

■ご使用になる前に、必ずこの「取扱説明書」をよくお読みいただき、 

正しく使用してください。 

この「取橄説明書」は、保証書と共に大切に保管しておいてください。 

■同捆のアフターサービス登録カードはおずご投函ください。 


A 危険 


ガソリン使用禁止 
使巧燃料；打油 

KEROSENE ONLY 



A 警告 

爲 1 

換気が要 

1時間に1〜2回 

[ 洁言玄 穿！热 
おラ左厳禁] 

意 

変質.不純^1油使用厳禁 


KF-190 I KF-N19Q 

取扱説明書 


TOYOTOMI 

卜3スト■ス • 


レーザー クリーン 

mF'i90 

強制が流強制通気お開放式石油ストーブ 

mF-N190 

自然対流強制通気お開放式石油ストープ 


点検 • 手入れ • ァフタ！サ！ビス 


使いかた 


お使いになる前に 
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安全のために必ずお守りください 

♦お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ざ、製品を安全に正しく使用するたゆに、 
がずお守りいただくことを説明しています。 

♦ここに示した表示は、誤った使いかたをしたとさに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説 
明しています。 


A を険 ( DANGER ) 

么警告 ( warning ) 

A ま意 ( CAUTION ) 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 
t 、 重傷を負ラ危険、または火災の危険び差し迫っ 
て生じることび想定される内容を示しています。_ 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死 
こ、重傷を負ラ可能性、または乂災の可能性び想定 
される内容を示しています。_ 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷 
害を負ラ可能性や物的損害の発生び想定される内容 
を示していまず。 


お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


この絵表示は、「ま意」していただく內容です t 


この絵表示は、必ずしていただく「指示」巧容です< 


説日月文中の「お願い」事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容び記載されています。 


* 換気必要 1 

• 換気せずに使巧しつづけないでください。酸素 
び不足ずると、不完全燃焼し、一酸化炭素など 
び発生して中毒になるおそれがあります。 

• 使巧中は必ず1時間に1〜2回 （ 1〜2分）撰気 
して、新鮮な空気を補給して<ださい。（窓の凍結、 
地下室など)撰気び充分におこなえなし、場所では、 
使用しないで < ださい。 _ 



轉 


女スプレ—を載琴」 

• スプレー出やカセットこんろ用ボンベなどを、温 
風のあたるところ [ KF -190] に放置しないで 
<ださい。 

熱であの圧力び上びり、爆発し、危険です。 



0 


告 （ WARNING ) 


I ★ガ V リン使用禁止 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 
少量の混入でを、乂災の原因になりまず。 


A 危険 （ DANGER ) 



この絵表示は、「禁止」されている内容です。 


お使いになる前に 











ま全のために必ずお守りください 


么警告 （ WARNING ) 


★カー テン、可燃物近接厳禁 I 

カーテンや燃えやすいちののそばなどでは、 
使用しないでください。 

毛巧やふとんなどを近くに置かないでください, 
乂災の原因になります。 



0 

禁止 


居城が)麵厳塾 

巧類などの乾燥には使用しないでください。 
落下した巧類に乂びつさ、火災の原因になり 
ます。 



0 

禁止 


I ★温風吹出口をふさがない] 

■ KF-190 

衣類、紙などで温風吹出口や空気取入口を成 
ごびないで<ださい。 

衣類、紙などでふさぐと、異常燃焼や火災の 
原因になります。 

■む 


I ★可燃性ガス使用厳禁 I 

ストーブを使用している部屋で、可燃性ガス 
び発生するちの（ガソリン、ベンジン、シン 
ナー）、スプレーを使用しないで<ださい。 
义災や故障の原因になります。 





0 

禁止 



0 

使用禁止 


★寝るとき消が 

寝るとさや外出するとをは、必ず火び消えて 
いることを確認してください。 

予想しない事故び発生するおそれびあります。 


★やかんのせ禁止 


■ KF-N190 

やかんなどをのせないで<ださい。振動や接 
触によって、やかんの落下や、やかんの熱湯 
びこぼれ、やけどのおそれびあ0ます。 













意 (CAUTION) 


★撼由時';闕 


給油は、必ず消火して、本体温度び充分下び 
つてれら 、乂の気のないところでおこなって 
<ださい。 

乂災のおそれびあります。 



[★居室内給却舉止] 

給油は、必ず乂の気のないと 
ころでおこなつてください。 
义災のおそれびあ0ます。 


0 


★空気取入□をふさがない 


衣類、紙などで空気取入口を 
ふさびないで < ださい。 

空気取入口をふさぐと、異常 
燃焼や乂災の原因にな0ます。 


0 


I ★を框巧一とを取り付ける^ 

■ KF - N 190 

必ず天板ガードを取り付けて使用して<ださい。 
取り付けないと、地震などによりス1-ーフに巧 
燃物び落下して、义災のおそれびあります。 


I ★異常 時使用禁 止1 

におい、すずの発生、炎の色など異常を感じ 
たとさは使用しないでください。 

運転スイッチを巧して「切」にしてください。 
異常燃焼のおそれびあります。 


0 

使用禁止 


•点火不良で、何回ち点火操作をした後に点 
火すると、バーナー內にたまったな油が燃 
焼して炎び大きくなり、すすび出て異萬燃 
焼しまず。 

このよラなとさは、あわてずに、運乾スイッ 
チを巧して「切」にし、たまった灯油が燃 
えつさるまで待って<ださい。電源プラグ 
をコンセントか5巧かないでくだをい。 


•万ース I -ーブか6火び出たり、床などに火 
びついたとをは、あわてずに消火器で消火 
して < ださい。 


「★転り唾去] 

給気フィルターは、週一回し:■(上おず掃除してく 
ださい。 

ごみ、ほこりなどでフィルターびつまると、異 
常燃焼のおそれびあります。 























安全のために必ずお守りください 



(CAUTION) 


★温風に直接あた5ない 


■ KF -190 

温風に直接長時間あたらないでください。低 
温やけどや脱水症状になるおそれびあります。 
温風を直接暇い込まないでください。気分び 
悪くなることが 广?巧 TTV 

あります。 一^ 


0 


★ふく射熱に長時間あた！ 5 ない 


[★分解修理•改造の禁止 I 

故障、破損した5、使用しない 
でください。ストーブは絶対に 
改造して使用しないでください。乂グ 
不完全な修理や改造は危険です。分解禁止 


I ★電源コードを傷めない 


■ KF - N 190 

みく射熱に長時間あたると、低【\) 
温やけどや脱水症状になるおそ 
れがありまず。 禁止 




電源コードに無理な力を加えたり、 
傷付けたり束ねたり、物をのせ 
たり加工しないで < ださい。 

また、電源プラグを振くときは、 
コードを持って引さ旅かないで 
ください。 

電源コードび破損し、火がゃ感 
電の原因となります。 


0 


★電源プラグは確実に差し0^む 


霞源プラグはコンセントに根元ま 
で確実に差し込んで < ださい。 

/また、傷んだプラグやゆるん、 
だコンセントは使巧しないで 
\ <ださい。 ノ 

火災の原因になります。 

めれた手での抜さ差しはしないで 
ください。感電の原因にな0ます C 


〇 


成高温部接觸察正 


燃焼中や消乂直禮は、高温部、温風吹出 □ 
[ KF -190] 、天板 〔 KF - N 1 日0〕やガードなどに手 
などふれないで<ださい。やけどのおそれびあ0 
ふ9 0 



接触禁止 


み指や異®みりをし A 

放熱筒やガードの中に、指や異 
物を入れないで下さい。 

火災や異常燃焼、故障の原因に 
なります。 


0 


★保管時にしていただくこと 


長期間使用しないとさ、又は保 
管ずるとさは、必ず好油を抜を 
電源プラグをコンセントから扳 
し、て < ださい。 

傾けたり、横倒しの状態では保 
管しないで<ださい。揣さ取れ 
なかった灯油び漏れたり、乂災 
のおそれびあ0ます。 


〇 

指示 


1* 酬間使配ないときは i 源プラ-知振く1 


長期間使用しないとさは電源プ^1^ 
ラグをコンセントから振いてく 
ドさぃ 

火災やず想しない事故の原固と電源プラグ 
なります。 を } S く 


★電源プラグのお手入れをずる 


とさどをは電源プラグをおを、 
ほこり〔及び金属物）を除去し 
て < ださい。 

(ほこりが異物びたまると湿気 
などで絶緑不良になり）火災の 
原因にな0ます。 


〇 

指示 


4 





















r * 次の場所では使用しなし勺 

乂災や予想でをない事故や故障の原因になります。 


(か平でない場所、不安定な場所；） 

•傾斜した場所や振動の激しいところでは、使 
用しないで < ださし、。 

対震白動消火装置び誤作動することびあ0ます。 
•しっかりしたじよラぶな巧面で使用してくだ 
さい。 

♦不安をな台上で使用しないでください。転落 
するおそれびあり危険でず。 

C 1 炉などストー女び囲われる場所） 

•暖炉や押入れに入れての使用など、特殊な 
使い方をしないでください。 

义災の原因になります。 


ほこをや湿が等所 J 

>空気を取り入れるフィルターび目づまり状 
態になり、異常過熱や異常燃焼を起こし、 
事故になる危険性びあります。 


0 

使用禁止 


(; 温室、飼育室など人のいない場所） 

♦予測でをない事故び発生するおそれびあ0まず。 


01のあたる塌巧、部屋の出入 □ (屋外り 

♦風のあたるところでは使用しないでください。 
炎び出て危険でず。掃除機の排気にお注意 
して < ださい。 

•部屋の出入□など人の通ると 1^- 六‘1 
ころ、 人げぶつかった0つま 
ずく場所で使用すると、 

転倒して事故や火災び hOQW ^ 
起きるおそれびあり 
ます。 娩 


( T 不巧定な物をのせた棚 などの下） 

•落下物によ0乂災び起さるおそれびあ0ます。 


可燃性ガスの発生ずる塌所、またはたまる場所） 01射日光のあたる場所、温度の高い塌所 


参爆発や乂災の原因になります。 


♦異常燃焼を起こすおそれびあります 


★廃棄ずるとき. 

ス I '''ーブを廃棄処分するとをは、必ずミ由タンク内の灯油を抜を取ってください。 
( 1 g ぺ—ジ参:日弓） 

灯油が入ったまま廃棄するとリサイクルの隙思わめ事故び発生するおそれび 
あります。 


〇 


★腰をかけたり物をのせない 


ストーブの上にのった0、腰をかけ 
た0しないで<ださい。ストーブの 
故障や、やけどのおそれびあります。 
ス I -ーブの上に花びんや、水を入れ 
たちのなどを置かないで<ださい。 
水びかかると漏電や故障のおそれが 
あ0ます。 


0 


★お子様やお年寄りのご使用に注意 


お子様やお年寄り、体のご不自由な 
方がお使いになる場含は、やけどや、 
部屋の換気などについて、周囲の人 
び充分にミ主意してください。 


〇 


(CAUTION) 


お使いになる j 


5 












を全のために必ずお守りください 


成注意 （ CAUTION) 


故;夕を場西で哇使话しない I 

火災や予想でさない事故や故障の原因になります。 


理•美容院、クリーニング店などスプレーや化学薬品を使ラ場所 


0 

使用禁止 


♦理 • 美容院、ツキ、塗装工場、電子部品組立工場、繊維関係工場などでは使用しないでください。 

器具の故障や、腐食性ガスの発生により金属•鏡 • ガラスなどを傷ゆる原因となります。 

•石油ストーブで暖房ずる部屋ではシリコーンを配合した枝毛用コート液やへアート U —卜火ント（枝 
毛用）は点火 S スや、途中消乂など故障の原因になりますので使用しないで < ださい。 

( 高地 （ 1^〇_〇でむ上の場所り 

♦酸素濃度び薄いので不完全燃焼しまず。 

•800-1 3日_日 m では調整び必要ですので販売店までお問い合わせください。 

(せまい部屋では使わない ) 

♦廳房出力に見合った部屋で使用してください。 

せまい部屋で使用すると、室温び上びりすぎたり、酸素不足により異常燃焼のおそれびあ0ます。 


★可燃物（木壁、台板、ふずまなど）との距離を離ず 


•ストーブ上方の棚などとの距離は必ず1.日 m 政上あけてください。 
♦上方の棚などか5の落下物びないよラにしてください。 

•特に、力ーテンなどがストーブにふれないようにしてください。 
♦家具等か5は充分な距離をとってください。 

(熱で変形や変色、自然発火することびあります） 





距離 



★シリコーン配台製品を使用しない 


♦石油ストーブで曠房する部屋では、シリコーン配合製品（ムース.クリーム-液体スプレーなど 
の枝毛用へアート1」ートメント類、つや出し剤や、防水スプレーなど）を使用しないでください< 
点火 S ス-違中消火などの事故の原因になります。 

[★好通を睹棄— 

♦口油の廃棄の分は、灯油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 


使用する場所 

I* 効案巧に使用 ずるたあ に I 醒爾扳ィ堀 

♦なるべく部屋の中央に置いていたださまずと、•せまい部屋、換気の悪い部屋では、煙突を取付 
対流効果によってお部屋の漏度のムラびすくな けて使用し排ガスを屋外へ排出してください。 
くなり、効果的な暖房びでをます。 煙突の取付けは、当社指定の「煙突取付けセット」 

(別売品）を使用してください。 











各部のなまス 



操作部 KF — 1目 □• KF — N 1目0 


デジタル表示部 


•通常は、乂力を表示します。 
♦運拡やに、自動消乂したとを 
は、運乾ランプびホをの点滅 
をしてエラー表示をします。 
(21 ぺージ） 

义力調節タッチスイッチ 


参お巧みに応じて 
；_ ! .’’ g ^^■^^力の燃焼 

をえらべます。 



運転スイッチ 

♦一度押すと「入」 

参もラー度巧すと「切」になり 
ます。 

運転ランプ 

♦緑色の点な……運お中 
♦緑色の点滅……か橫巧や 
参赤色の点滅……エラー表示中 



.お使いになる前に 


A 
















































































お使いになる前の準備 

襄晶百 i 涵品を取り出て表す 


•包装箱か5全ての捆包材を取り除さ、製品に傷をつけないよラに取り 
出してください。 

同時に取扱説明書、附属品の置台、天板ガード 〔 KF - N 190〕を取り出 
してください。 

♦詳しくは、包装箱上面に表示してある階装の巧割を参照してくださ 
い。 

♦包装箱や捆包材は保管するときにご利用ください。 



な油について 


嗓燃料はな油 ( J 旧1号な油)を必ず使用してください。 
® 変質な油、不純'な油は絶巧に使用しないでくださし、。 


A 危険 


I ★ガソリン使用琴よ 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に 
使用しないでください。少量の混入でも、 
火災の原因にな0まず。 


01 ® 


♦変質打油、不純灯油（巧油政がの油•か-ごみび 
混入した灯油など）は、絶対に使用しないでくだ 
さい。 

異常燃焼や故障の原因になります。 

♦助燃剤(添加物)は使巧しないでください。 

異萬燃焼を起こすおそれびありまず。 

® な油の保管のしかた 

♦灯油は必ず火気、 

雨水、ごみ、高 
温および直射曰 
光を避けた場所 
に保管して < だ 
さい。 

♦灯油容器内の灯 
油び少ないと温 
度変化により結 
露して水がたまることがありまず。 

♦口油の容器は専用のをれいな容器を使用して < だ 
さい。またな油容器は必ず J I S 認定品で色つを 
のな油専用容器を使用してください。 



な油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹をかけます 
(火の気のない巧でおこなつてください） 



濡れたままです。 1すぐ乾いてしまいます。 


良い保管 


直射曰光、雨水び当た 
らず、火気のない冷暗 
巧へ保管 


悪い保管 


直射日光、雨水の当た 
るべランダなど、室外 
の保管 










変質な油とは 


不純な油とは 


♦古い灯油。 （2 年な上越した 
灯油） 

♦長期間、日光の当たる場所や 
湿度の高い場所に保管した巧 
油。 

•容器のふたが開けてあった0、 
乳白色の容器で保管した灯油 
は変賣しやすい。 

変質のひどいをのは黄色巧を 
おびたり、すっぱいにおいが 
します。 



♦な油於外の油（ガソリン、 
シンナー、天ぷら油、機 
械油、重油など）びほん 
の少しでを混入した灯油。 
♦水やごみび湿 
入した丹油。 


0 

使用禁止 



使用禁止 


广 


変質な油の見分けかた 


コップに水を入れ、次に灯油を入れて 
背後に白い紙をあてまず。 



少しでち色びついていた5使用 
しない。 



白い紙 


0 

使用禁止 


♦変質灯油の見分けかた 
はたい へん 難しいので、 
メーカーのはつを0しな 
いな油は使用しないでく 
ださい。 


み変質な油や不純口油を使用ず 
ると 


@万一変質な油や不純'灯油を使 
つたときの処置のしかた 


♦変質打油や不純な油を使用しますと、 
バーナー にを量の タールび たまり、点火 
しなくなったり、燃焼び悪くなったり、 
激しいにおいびした0します。 

•水の湿入した灯油を使用しますと、炎び 
かさ<なり火び消えてしまいまず。又、 
油タンクに打油び残っているのに、デジ 
タル表示部に「8」を表示することびあり 
ふ9 0 




油タンク内の悪い灯油を拖を取り、良質 
の打油で内部を2〜4回洗ってからご使 
用 < ださい。 

給油□フィルターを洗って下さい。 

(18、19ページ参照） 


悪い打油をおさ取ってを効果のないとを 
は、販売店までお問い含わせ< ださい。 


お願い 


変質灯油や不純灯油び原因でアフターサービスを依頼されたとをは、保証期間中でち有料修理とな 
0ます。 


お使いになる前に 


A 









お使いになる前の準備 



A ミ主意 


給油は、必ず消火して本体温度が充分下がってから、火の気の A 
ないところでおこなってください。火災のおそれがあります。作 


1給油□ふたを開ける。 

油タンクの給油口成たを左「。」に回して取りはず 

して < ださい。 

2油量計を見なが S 給油ずる。 

•市販の給油ポンプの先端を止まるまで軽く差し込ん 
で、油量計を見ながら給油してください。 

(ホースが抜けないように注意しなびら給油してく 
ださい。） 

•給油の際は、給油ロフィルターを取り去らないでく 
ださし、。 

•給油の際に、水-ごみなどを入れないよラに特に注 
意してください。水-ごみなどは燃焼不良や、ノズ 
ルのごみづま〇や電磁ポンプの寿命低下などの原因 
になります。 

♦灯油は、油量計の「満」の位置まで給油して<ださ 
し、。「満」は、灯油があふれ出ることびあり危 
険ですか5絶対に入れないでください。 

3給油口ふたをしっかりしめる。 

給油口讯たをち「广）」に回して、しっかりしめてく 

ださい。 

4こぼれた灯油はよくふさ取る。 

こぼれた灯油は、必ずきれいにふきとってください。 

盾;険ですし、燃焼中に臭気を発生する原因にもなりま 

す。 



，給油の目安 ロミ由の補給は、油量計がの」を示すまえに、給油してください, 


•本品には、油タンク内の灯油の残りびかなくなると、運 
転でさなくなる油切れ用フ□ートスイッチが設けられて 
おります。 

油タンク内の巧油がかなくなると、「運転ランプ」が赤 
色の「点滅」をし自動的に運転を停止しまず。そのとき、 
デジタル表示部は「只」を表示します。 


I 乂力表を 

\图国 

\エラー巧巧 








水検知器の表示 


★水の混入した口油にま意してください。 ぉ 

使 

•水の混じっている口油を使用すると、油タンク内底部に水がたまり、油タンク い 

び鐘びたり、電磁ポンプが水を吸い込むと異常燃焼や電磁ポンプの寿命低下の 
原因になります。 

•油タンク巧へ水が混入した攝合は、水検知器が作動 
し、「運転ランプ」が緑色の「点滅」をします。 

すみやかに油タンク底の水を、市販の給油ポンプで 
完全におを取ってください。 

(1 9ページを参照してください。） 


点义前 の準備 

] 水平の確認をずる。 

•ス I -ーブは振動のない、水平でしっかりした床面に設置してください。 

ストーブが、傾いていないか、不安定な状態になっていないか、必ず確かめてく 
ださい。 

♦ス I -ーブを傾いた状態で使用しますと、対震自動消火装置び誤作動することびあ 
ります。また、転倒しやすく、異常燃焼の原因になります。 





2油漏れがないか確認ずる。 

油タンクの油漏れはないか、置台に油だまりがないか 
を確認してください。 


CKF — N 190は、） 

3天板ガードを取り付ける。 

KF — N190 は、附属品の天板ガードを、ち図のよラ 
に天板の穴 （4 箇所）に差し込み、天板ガードを取0 
付けて < ださい。 




KF-N190 


イ1 










お使いになる前の準備 

4電源プラグをコンセントに差しな^む。 


•電源は必ず1日日 V 7 A し U 上の専用コンセントを 
お使いください。 

♦電源プラグを、コンセントに確実に差し込んで 
<ださい。 



-お願し、- 

★電源プラグを、絶対に、200ボルトのコンセントに差し込まないでください。感 
電•火災•故障の原因になります。 


★コンセントがゆるんでいたり、差し込みが不充分ですと、電源プラグげ過熱し、熱 
変形することがあります。 

このよラなとさは、必ずお買い上げの販売店に修理を依頼してください。 

お部屋のコンセントを必ず修理して<だい。 


★電源コードに傷を付けたり、束ねた0、キ斤ったり、 
重い物をのせたり、加工しないで<ださい。感電 
や火災の原因になります。 


■^コ足配線\ 

^盾険 ^ 

ぉ Q 


★他の電気器具と同時に使用するときは、ご家庭の 
安全器（ブレーカー）の容量をこえないよラにし 
てください。 


★電源プラグを抜くとさは、電源コードを引っ張っ 
て巧かないでください。断線、発熱、発火の原因 
になります。 



0 


★熱に弱いジユータンや巧の上で長時間使用すると、変色したり、そり返る A \ 
ことびありますので、熱に強いマットなどを敷いてください。 



使いかた 



® 「運転スイッチ」を押して「入」にする。 

• 「運転ランプ」が緑色の「点好」をします。 

•デジタル表示部は、乂力〔し（最ル） • •< 〜弓•卜!（最大)：！を表示します。 


( D 約10秒後に自動的に点火しまず。 

/-お願い- 

★初めて運転するときや、油タンクを空にし給油後初めて運転するときは、送油経路 
内に空気が入って点火でさないことびあります。「運転ランプ」が赤色の「点滅」を 
し、デジタル表示部に「？」を表示しまず。（運転開始約1分後） 

この場合は、「運転スイッチ」を「切」にし、をラー度、点火操作をしてください。 
通常1〜2回の点火操作で送油経路内の空気げ损けて点火しまず。 

★点火後すぐは「ゴオー」といラ音がすることがあ0ますが異常ではありません。 

しば5<すると音げしなくな0ます。 

女点火時にはかしにおいがあります。 

★点火してからしばらくの間（約曰分間）は予備燃焼となります。予備燃焼中は火力 
調節がでをません。 

★予備燃焼中は炎が不安定になることがありまず。又バーナー底の温度が低いたゆ油 
がたま0易<なりまず。 

そのとを電源プラグを抜をますと、ずすげ出たり炎び立ち上がりますので、 
予備燃焼中は絶対に電源プラグをコンセントか 5 抜かないで<ださい。 


A ミち意 


点火不良で、何回を点火操作をした後に点火すると、バーナ 
一巧にたまった灯油が燃焼して炎が大きくなり、すずが出て 
異苗隱しまず。 mm 

このようなときは、あわてずに、「運輯スイッチ」を押して 
「切」にし、たまった灯油が燃えつきるまで待ってください。指示 

電源プラグをコンセントか6抜かないでください。 












> 炎が大さくならず、 
スケルトンが全く® 
く焼けない。 


•電磁ポンプの圧力不 
足。 

•ノズルのつまり。 


♦販売店にご相談くだ 
さい。 


/スケルトン 

•炎が高<伸び、炎全 
体が黄色で、スケル 
トンに達するほどに 
伸びて、すすび出る。 

•燃焼用空気不足。 

•青炎筒の取り付け不 

•電磁ポンプの圧力異 
常。 

•燃焼用送風機を掃除 
する。 

♦販売店にご相談くだ 


予備燃焼終了後に、正常に燃焼しているかどラか必ず確認してください。 



炎の状態 にこに表示したが態は最大燃焼 （ H ) の状態です) 


★ス I -- プに初めて通電したとさや、停電後や、輩源プラグを巧いて再通電した場含 
に、初めて点火操作をしたときは火力が 「弓」 に調節されており、デジタル表示部 
は「5」を表示しまず。 

★ス I プに通雲したまま消乂して再点火した場合は、消火操作をしたとをの火力に 
調節されており、デジタル表示部に、消火時と同じ火力を表示しまず。 

★予備燃焼時間 中 （点火してから約己分間）は火力調節がでをません。 

■予備燃焼時間：室温が10で程度-^4〜日分間。室温が〇で程度^曰〜6分間。 

XA/WVVyWW ハ /V 


使いかた 



(3) 「乂力調節タッチスイッチ」を押して調節ずる。 （13 ページの図を参照） 

「乂力調節タッチスイッチ」 をお好みに応じて 〔 L (最小)〜 H (最大)〕の間を輕く指 
などで押して調節してください。 

♦デジタル表示部に、調節した火力状態 〔し （最ル） • ！ 〜 弓-;-! (最大)〕び表示 

されます。 

♦デジタル表示部が、押した火力位置と違った表示をすることがありまず。その場 
合は再度巧し直してください。 



ピ呂浸 F 


W 客 OF 














消乂のしかた 


運転スイツチ 


火力請館 



運範ランプ 


エラーを巧 


0「運転スイッチ」を巧して「切」にする。 

•消火操作をすると、デジタル表示部の「乂力表示」が消え、約4分30秒後に燃焼 
用送風機が停止してか5「運転ランプ」び「消灯」します。 

. -お願い- S 

★消乂操作をしたとをは、「運転ランプ」の「消灯」とバーナー内の火が消えることを 
確認してください。 

★緊急の時!^:^外は、消火は必ず「運乾スイッチ」を使用してください。 

電源プラグをコンセントから抜を取って消火することは、絶対にやゆてください。 


(機器が過熱する原因になります。） 

★緊急の時];^がは、点火した後すぐ消火することはやめてください。煙がでることが 
あります。]日分間位は燃焼してか6消火してください。 


消乂後再点乂ずるとさの注意 


★点火してから2〜3分後に「運乾スイッチ」を押して消火させ、再度「運転スイッチ」 
を押して点火した場を、バーナー内に炎が残っているとをはずぐに点火しません。 
バーナー内の炎が消えてから自動的に再点火します。 

★消火操作直後は「運転ランプ」が「点灼■」していますが、その時に点火操作をして 
ち正常に燃焼を開始しまず。 

★点火操作を何度ち繰り返すことはやゆてください。 


使いかた 


イ1| 















安全装置 

★まを装置が作動ずるのは何5かの異常があるときでず 
か5、下記の処置をしても正常にな5ないときは、お 
買い巧めの販売店にご相談ください。 

★再点乂操作とは、「運転スイッチ」を再び押して「入」 
にすることをいいます。 



r 

安全装置名 

はた6を 

姐 置 

巧震自動 
消乂装置 

•運転中にストーブ本体び地震(震度約己 
政上）や強い振動や衝撃を受けたとさ、 
火災などの危険を防ぐために自動的に 
運転を停止します。 

•地震によって作動した場 
合、周囲の可燃物、機器 
の損傷、油漏れなど異常 
びないことを確認してか 
5、再点火してください。 

不完全燃焼 
防止装置 

•換気不良、手入れ不良、その他の異常 
によりバーナー部への空気の供給が不 
足したとを不完全燃焼による危険を防 
止するものであり、自動的に燃焼を停 
止します。 

•作動した場をは、給気フ 
ィルタ ー の掃除をし、部 
屋の換気をしてから再点 
乂してください。 

(18 ページ参照） 

この装置は 
ずるための 
使用中は必 
を補給して 

、あくまでも不完全燃焼による危険を防止 
ものでず。 

ず1時間に！〜2回換気して、新鮮な空気 
<ださい。 

点乂をを 
装 置 

•バーナーヴー S スタの不良による点火 
不良。 

•点火変圧器 • 電磁ポンプ • 燃焼用送風機 
などの故障により点火しないとさに、 
運転を停止しまず。 

♦何回を再点火操作をしたと 
きは、バーナー底に灯油げ 
たまつています。 

たまった灯油をふき取って 
からご使用ください。 
(販売店にご相 i 炎ください） 

燃焼制御 
装 置 

•燃焼中に炎げ消えたとさ、自動的に運 
転を停止します。 

•再点火操作をしてくださ 
い。 

停電安全 
装 置 

•運転中に停電や電源プラグを抜<など 
して電源が切れたとさは、自動的に運 
転を停止します。 

再び通電されてち運転しません。 

♦再点火操作をして<ださ 
い。 

■ KF -190 
過熱防止 
装 置 

•巧流用送風機モーターの故障や異常燃 
焼などの原因でス1-ーブが異常過熱し 
たとき、火災などの危険を防ぐために 
燃焼を停止します。 

•ス1 -- ブの周囲を1.已 m 
政上あけてください。 






点検•手入れ 


定期点検のおずずめ （2 シーズンに1回程度) 


長期間ご使用になりまずと、機器の点検び必要です。機器の寿命をより長く、より良 
い燃焼で快適にを全にお使いいただくために、2シーズンに1回程度、シーズン終了 
後などに、お買い上げ店、又は修理資格者〔細）日本石油燃焼機器保守協を (TEL03- 
3499-2928) でおこなう巧術管理講習会修了者（石油機器技術管理±)など〕のい 
る店、当社などに点横依頼されることをおずずめしまず。 


日常の点検•手入れ 


-お願し、- 

★点検•手入れをずるときは、必ずスIブを消乂し、電源プラグをコンセントか5 
巧いて、本体温度が巧分下がってか6おこなってください。やけどや感電をずるお 
それがあります。 

★部品に触るときや、内部を掃除するとをは、手をケガしないように、手袋をはめて 
おこなってください。 

★本体をベンジン、シンナーなどでふかないでください。変色します。 

★電装品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないで<ださい。 


使用のたびに 


__同囲を可赠物 _ . __ I 圓漏り、迎夕 r 達り、_油みにじみ」 

♦ストーブの周囲は、常に整理、清掃し、•曰常、油漏れや油のたまり、油にじみが 
燃えやすいをのを置かないよラにしてく あるかどラかを、調べるよう習慣づけて 
ださい。 < ださい。 

万一油漏れによって、油のたまり、油に 
じみが生じているとさは、消火操作をし、 
原因をたしかめ防漏処置をし、油漏れが 
な < なつたことを確認してから点火操作 
をして < ださい。 


ほこり 


•ストーブについたほこりやミちれは、掃除 
機で吸い取ったり固くしぼった請れ雑巾 
などで/をき取ってください。 

ミちれたままのご使用は危険のちとですし、 
ストーブのいたみを早めます。 




点検•手入れ•アフタ—サ—ビス 










♦給油ロフイルターを給油□から取り出し、付着したご 
みやほこりを取り除いてください。 

♦給油ロ フイ ルターがごみやほこりで目づまりしますと、 
給油時に、給油口より灯油があふれ出た0しまず。 

★給油ロフイルターは、かで洗わないでください。 

必ずな油で洗ってください。 


，給油ロフィルターの掃除 




点検•手入れ 


給気フィルターの掃除 _ 

♦本体の側面にある給気フィルターに、ごみやほこ0が目づまりしまずと、燃焼用の空気 
量び減って不完全燃焼の原因になります。 

給気フィルターに付いているほこりを、電気掃除機などで吸い取ってください。 

•給気フィルターの巧れがひどい場をは、給気フィルターの止めねじ （1 本）をはずし、 
給気フィルターをはずして掃除をしてください。 

. -お願い- S 

★巧などでふくのはおやめください。かえって目づまりしまず。 

ミちれげ取れないとさは、洗剤で洗って、よく乾かしてか S ご使用ください。 

女取りはずしたとさは、必ず元どおりに取り付けてください。 

(取りはずしたままでご使用されますと、異常燃焼の原因にな0ます。） 



給油□フイルタ— 



















_ ス h レーナ……（ 販売店にご相談ください) 

( J ) 本体前面の電装カバーを、2本のねじをはずして、取0はずします。 

( D 電磁ポンプの油暇込部のフレアナットを、スパナ（呼び 12mm) でゆるゆてはずし 
ます。 

( D ストレーナのふたを左へ（約9ぴ）回すと、スト レーナが 取り出せます。 


0ストレーナは、2重構造（外側に水用ストレーナ）になっていまず。 



バ~ナーの掃除 I I _ 電源プラグ、コンセント 

•販売店にご相談くだ ♦電源プラグ、コンセントにほこ0やミちれがたまると火災の 

さい。 （1 シーズンに 原因になることがあります。電源プラグをコンセントから 

1〜2回） 抜いて、付着したほこりやミちれを取り除いてください。 


1シーズンに1〜2回じし b 


r 巧震自動消火装置 

•燃焼中にストーブをゆすって、自動的に消火ずるかを点検してください。 


…._ 油タンク内の水抜さ 

♦油タンクの中に水やごみがたまった場合は、給油□のふた 
をはずして給油ロフィルターを取り出し、市販の給油ポン 
プを差し込んで、油タンク底の水振ををします。またごみ 
びたまった場含にを同様の処置をしてください。 

■油タンクの中に水がたまったときは、「運転ランプ」が緑色 
の r 点ミ威」をしまず。 

すみやかに水抜ををしてください。 



_ ガードの掃除 __ 

I ガードび白く巧れてをた場合は、固姐にしぼった城れ雑巾でふさ取ってください< 


点検•手入れ♦アフタ—サ—ビス 


近 














故障•異常の見分けかたと処置のしかた 

真竜のお知5せ（デジタル表示の見かた） " ~ 


安全装置が作動ずると、「運 乾ランプ」 び赤色の「点滅」をして自動消火します。また、 
デジタル表示 部に故障•異常の原因が表示「エラー表示」されます。繰り返し表示すると 
さや運転しないとをは、お買い求めの販売店へご連絡ください。 


f デジタル 
表示 

点灯 (点 «) の意味 


処置方法 

n 

U 

♦停電消乂後輩源び入りました。 

1 

♦運転スイッチを一度巧して r 切」にし 
てから再度点乂操作をしてください。 

ミ 

♦バーナーが予熱不足でず。 

0/ (―ナーサーミスタが短絡していまず。 
•} ナーサーミスタび断線していまず。 

今 

♦お買い求めの販売店または別紙のお 
客様相談窓口一費まで、「デジタル表 
示」などでご連絡ください。 

•? 

♦点火まを装置が作動しました。 

今 

♦運乾スイッチを一度巧して r 切」にし 
てか5再度点乂操作をしてください。 

3 

♦燃焼中に消火しました。 

■ KF -190 

♦過熱防止装置び作動しました。 

E 

♦ストーブの周囲を1 .5 mJ ツ上あけてくだをい。 
♦お買い求めの販売店または別紙のお 
客様相談窓□一覧まで、「デジタル表 
お J などでご連給ください。 

し J 

♦点义ミスを3回しました。 

( その後運輯スイツチを押してち^ 

、全 < 作動しません。 ) 

1 

♦お買い巧めの販売店または別紙のお 
客様相談窓口一覧まで、「デジタル表 
示 J などでご連緒ください。 

5 

♦地震により消乂しました。 

本体を傾けたり強い振動、衝擊びち 
えられ消乂しました。 

1 

•運転スイッチを一度押して r 切」にし 
てから再度点火操作をしてください。 

5 

♦〇2センサーが作動しました。 

1 

•給気フィルターの掃腺をしてください。 

り S ページ参照） 

參お買い巧めの販売店または別紙のお客様相談窓 □ 
-覧まで、 r デジタル表示」などでご連情くださし、。 

n 

1 

♦〇2センサーが断線していまず。 

1 

♦お買い求めの版売店または別紙のお 
客様相談お□一覧まで、「デジタル表 
示」などでご連絡ください。 

8 

♦油タンクの油がなくなりました。 

1 

♦運転スイッチを一度巧して「切」にし 
てから灯油を給油して、再度点乂操作 
をして < ださい。 

3 

♦燃焼用送風機が回転していません。 

1 

♦お買いホめの販売店または別紙のお 
客様相談窓□一覧まで、 r デジタル表 
示」などでご連絡ください。 

-只じ 

♦電気系統の故障でず。 

1 

•お買いおめの販売店または別紙のお 
客様相談窓口一覧まで、「デジタル表 
示 J などでご連絡ください。 

運転ランプが 
緑色の点滅 
. をずる一- 

♦油タンクに水が混入しました。 

_ d 

今 

♦油タンク巧の水を巧さ取って、再点 
义操作をしてください。 

(1 日べージ参照） 














故障かなと思ったときに 


\ 現象 

原因^ 

"i" 

輯 

ン 

プ 

が 

点 

な 

し 

な 

い 

点 

乂 

し 

な 

い 

目 

が 

大 

走 

< 

な 

ら 

な 

い 

"i" 

义 

で 

m 

无 

る 

使 

用 

中 

室 

内 

び 

に 

お 

ラ 

使 

用 

中 

立 

ち 

消 

を 

ず 

る 

m 

/vn> 

焼 

が 

大 

さ 

い 

乂 

力 

調 

/r/f 

即 

が 

で 

さ 

な 

い 

処置方法 

電源プラグをコンセント 
に差し&んでない 

〇 









電源プラグをコンセントに差し 
込む 

停電した 

〇 






〇 

0 



停電復帰後再点火操作をずる 

が震自動消乂装置が作動 
した 







〇 

5 



再点乂操作をする 

油タンクに水が入った 
(水検知器が作動） 


〇 

aw 

ランプ 
巧が i 





〇 

拭み巧 



油タンクの給油口か5市販の給 
油ポンプを差し込んで、油タン 
ク巧の水を巧を取る 

油タンクに巧油がない 


〇 

8 





〇 

8 



打油を入れる 

電磁ポンプのストレーナ 
にごみがたまっている 









〇 

販売店またはお客様相談窓口に 
ご相談ください 

■KF-190 
天板の温度が高い 







〇 

3 



■KF-190 

ス 1 ブの周囲を 1 .己 m じ 1 上あけ 
て < ださい 

燃焼用送風機のほこりづ 
ま0 


. 

〇 


〇 

〇 

〇 

5 

〇 


掃除をずる 

換気不良 







〇 



換気を充分おこなう 

変費灯油や不純灯油を使 
った 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 




変費灯油や不純灯油を良質の口 
油に入れかえる 
販売店にご相談ください 


♦表中の数字は、「デジタル表示」（エラー表示）を示します。 


点検•手入れ•アフタ—サ—ビス 












部品交換のしかた 

部品交換のときのを意 ^ 

♦部品交換や修理をお受けになる場をは、曰本石油燃焼機器保守協会でおこなラ技術 
管理講習会修了者（石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理されることを推 
奨します。 

★不完全な修理は危険でず。 

★故障したものは使わないでください。 

•短時間に消耗する部品は特にありませんが、交換部品げ必要な場合は、お買い求め 
になった販売店にご相談ください。 

★部品は必ず純正部品をご使用ください。 

★部品を交換すると去は、ス I -ーブを消乂し、本体び充分冷えてか5、電源プラグを 
コンセントから抜いておこなってください。 


保管のしわ、た （長期間使用しない場含) 


★ス I ブを保管する場合は、17ぺージ 点検•手入れの 項を参照して、ストーブ 
の手入れをしてから保管してください。 

★いたんでいる箇所は、必ず修理をしてから保管してください。 


1ス I ^ーブを消火し、ス I ^ーブが巧分冷えてか5、電源プラグをコンセント 
か6抜く。 

2給気フィルター、電源プラグに付着したほこりやミちれを電気掃除機や固くし 
ぼった濡れ雑巾などで取り除く。 

3 油タンク內の I 打油、ごみ、水気を取り出す。 

•鐘や巧あさの原因になります。 

d 器具の表面をよくふいて、巧れを取る。 

•固くしぼった霜れ雑巾や、薄めた中性洗剤液でミちれを取り、乾いた巧で水気をふ 
を取ってください。（シンナー、ベンジン等ではふかないでください。） 

5 包装箱に入れて保管する。 

•湿気のかない所に保管して<ださい。 

♦傾けたり、横にしないでください。损けされなかった巧油がをれます。 
★取扱説明書-保証書を必ず保管してください。 

廃棄するとを 

★19 ぺージの I 油タンク巧の水おき I の項を参照して、油タンク内の灯油をおき取ってから廃棄 
して < ださい。 





の呼び 


種 

類 

点 乂 

ち 式 

使 用 

燃 料 

{ が料ミ肖营 M 

最 大 


最 小 

腸冨 1 中ホ 

最 大 

吸巧山ノ J 

最 か 

油タン 

ク容量 

燃焼継 

続時間 

が お 

寸 法 

se — 

貨 重 

電源電圧及び周波数 

定 

消 費 

格 

電 力 

騒音値（正面）※1 

電流ヒ 

ユーズ 

ま 全 

装 置 


K トー 19 。 KF-N190 ’ 

強制臟お開放式石油スト-す—強制通気形開放式石油スト-ブ 
圧力噴霧式-強制対流お 圧力噴霧式.自然対流形 

__ 電気点乂 （1 日日 V 電源の高圧放電点火） 

_ 灯油 （ J に1号） 

__ hSOOL/h 

___ 0.840 L/h ■ ' — 

_ 18.已 kW 

___ 8.64 k \ A / ■ 

一 18 L 

_1 日時間（最大燃焼時） _ 

局さ 743 mnn 幅 444 nnm 高さ7己己 mm 幅 444 mnn 

奥行 649 mm (置台を含む）奥行 649 mm 饮板力‘-ド、置台を含む) 

_ 23 k 呂 23 k 旨 ^ 

―_— 1 Q 0 V -5 Q /60 H 2 _ 

点火時日 9 W 点火時 44/44 W 燃焼時 33/33 W 

腸觸51服—最み燃 焼時44服~~最大! i 焼時47服最少、燃顏3加目 

_ 曰 A _ 

_ 対震自動消火装置、不 完全燃焼防止装置 

_( フレームロツド、日 2センサ — 、バー ナ — ヴ ー モち式)、 

点火安全鑑停電安離置 、:1麵御装置、過熱防止装置 （ KF -1 目日のみ） 
__ 置台 r 天板ガード、置台 


《•騒音値の数値は J 侶測定ち法（」に53031)に基づく正面値です。 

■送油経路図 


バーナ ー 


白動空気 =N 

巧を弁 1ストレーナ 


電磁 
ボンフ 


油タンク 


か用ストレーナ 


手入れ•アフタ：サ I ビス 








■ KF-190 


^ 熱防止装置 
‘巧流用綱機. 

電源プラグゴ 

.蛋源変圧器. 

レーム□ッド 

センサー 

扇屢自甄肖乂装置- 


■ KF-N190 


短結コネクタ 

衝原プラグて 
^~畢源変圧器. 
〔フレ-ム□ッド, 
fos センサー . 
尚霞宮颤肖火装置. 


凹を_，- 丄处 

a ] - C 点义班器 J 

巧 - { 電磁ポンズ 

C ] ^トランジスタ. 

司… 儒 ;願欄’ 

E 量辞:;;;::^ ^燃焼用綱機 \ 
F 白ミ脱れフ□■トスイッチ.フ 



区 

操作醜 



-• 区 

- rrr 


ミドリ色丄 如 

] A し ゴ店乂変圧器 J 

/ bV =1 ^里磁ポン プ; 

、 C ] ==^ トランジスタ、 

司 恶臟圧器、 

] E 圍哉;二::^ ^燃焼用 sail 機 、• 
F 白油凯フ□—トスイッチ-水麵‘ 



X 

操職示板 

-- Y 

- rrr 


♦配線図に記してある®印の脱着可能な配線は、誘導雷サージ防止部品の配慮であ 
り、耐電圧試験のときだけとりはずして試験しないと正しく耐電圧試験ができま 
せん。 

耐電圧試験後とりはずした®印部はもと通りに装着しておいてください。 

•配線は比較的熱くなる部分にふれないよう束ねてしばっておいてください。 


:4 



アフターサービス 



•添付しておりまず保 i 正書は販売店で所定事項を記入してお渡ししますので、お受け取り 
ください。記載の容をご確認のうえ大切にな管してください。 

★保証期間はお買い上げの曰より1年間です。 

修理を依頼すると言^ 

♦ 故障.異常の見分けかたと処置のしかたにひべージ）に従って、お調べください。直らないとき 
は、ご使用を中止し、必ず電源プラグを抜いてから、お買い上げの販売店にご連絡ください。 
♦ご連絡いたださたい内容は次の通りです。 

® 品名…強制通気お開放式石油ストーブ 
③型式の呼び…（例） KF -1 目0 

③ お買上げ年月曰 

④ 故障の状況（でさるだけ具体的に） 

® おなまえ-おところ-電話番号 

♦修理に際しましては保記書をご提示ください。保詔書の規定にしたがって、販売店が修理さ 
せていただをます。 

♦保障期間び過ぎているとをは、修理すれば使用でをる場合には、ご希望により有料で修理さ 
せていただをます。 

♦修理料金は、技術料、部品代、出張料などで構成されています。 

この取扱説明書と本体に表示されている禁止事項•注意事項および通常使用に反して^ 
I 使用された場合の故障、事故につさまして は、保証いたしません。_ , 

_ 補修用性能部品につ いて 

★石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り媛目年です。 

•補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 

_車五居 される^ 

♦この石油ス I ブは電源周波数已日、6日 Hz とを同一仕様です。 

★電源周波数の異なった地域への転居でちそのままお使いいただけますが、高地への転居、高 
地からの転居は再調整が必要ですので別紙の L お客様相談窓 □一覧 I までご相談ください。 


故障•修理の際の連絡巧 

アフターサービスについてわか5ない場合は、お冒い求めの販売店、または、もよりの 
I お客様相談窓□一 覧 I (別紙参照）までお問い含わせください。 




修理、引越しなどでストーブを運搬される時は、必ず油タン A 
ク、油受けざらの灯油を损いてください。 §1 
運搬の途中に灯油がこぼれ、周囲をミちすおそれがありまず。 ^ 


A 注意 


故障 • 破損したら使用しないでください, 
不完全な修理や改造は、危険です。 


分解禁止 


点検•手入れ . 










KF-190 • KF-N190 取扱説明書 


愛情点検 


口 


★長年ご使用の石油ストーブの点検を! 



♦ミ由をれする。 


♦点火時に白煙びでる。 

ご使用の際 

♦強い ニ オイびする。 

このぶラなことは 

•炎が異常に黄色い。 

ありませんか 

♦ぞ熱時間が異常になびい。 


•運乾中異常な音びする。 


♦その他の異常’故障がおる。 



♦石油ストーブの補修用性能部 
品の保有期間は、製造打ち切 
りを巨年でず。 



故障や事故防止のため、 

コンセントから電源プ 
ラグを抜いて、必ず販 
売店に点検•修理をご依 
頼ください。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利です。 


/ 

型 式 


お買上げ年月日 

、 

年月日 

お買上げ店を 

\ 

(電話番号） 〔 ) — 

ノ 


株式会社 H 3 Ks 

本な 名古屋巿瑞穂区桃園町日番17号 
干 467-08 已日電話〈日己2> 822-1 144 
FAX の已2〉 822-2742 


ミミミミミな式を社トヨトミは快巧巧巧の一巧としてこの巧巧■はち生紙ぞ馆用していまず。 
▼ ▼二 
古6だをむ O & HA 宝往巧してい 》 T 


















